
第12回 都市+デザインフォーラム
公的空間の再興に向けて～我々が今なすべきこと～

都市に賭ける ～領域・時間・管理からの解放のマネジメント
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ACTION  for  Public Spaces

都市に賭ける

１ 都市空間で稼ぐ

１） 都市空間を「売る」
A イベント(祭という文化)、空間（座席）を売る
B 空間プロモーション 空間価値を高める 空間を継続的に売る
都市ファシリティを活用したMICE誘致

C 公共空間を個人が利用する時の対価

２） 「稼ぐ」を誘導する組織
① 民間組織
・ Vela （民間組織 ヴェネツィア市100％出資 ）
・ Firenze Fierra （民間組織 フィレンツェ市100％出資 ）
・ Selfi (フィレンツェ 市30％ 他投資家）

広場、河川等の公共空間のライトアップ、防犯灯
② 公益組織
・ヴィアレッジョ カーニヴァル財団 （公益組織）

③ 行政当局
フェラーラ、ボローニャ他

３） 稼ぎを次に投資する
・ 歴史的建造物保全・修復（レスタウロの仕組み）
・ 高い質の保持
・ 都市のインフラのメンテナンス

２ 暫定利用・可変的利用
・ 暫定利用・可変的利用は使い方次第で無限の可能性
・ 一歩踏み出す、領域を超える可変的利用
・ そんなことまで！！の海外事例 もとは日本から？
・ 現法制下でもできる



ACTION  for  Public Spaces

３ 都市の価値を全体で高める
・すべてバラバラ 短期の個別最適至上主義が都市を壊す
都市をwholeで語る 都市は分けては成り立たない

・パブリック・マインドの醸成 都市のマネジメント
・金太郎飴になっていないか
・都市を全体につなげていく方法

◆空間をつなぐ
① 空間を変える
② 先鋭的なファッショナブルなお店、リードするお店ができることで通りが変わり

人の流れが変わる
③ 人を誘導する仕掛け

・サインシステム レジブルロンドン
・都市全体のにぎわいの多様化、災害対応力向上、価値を高める
ランブリング・サインシステム

◆時間をつなぐ
・西荻のアンティーク・ランプショップ マスターの話
過去から預かり未来へわたす シェア
「とりあえず」はもうやめよう

・ストックにならないインフラ整備
・暫定利用・可変的利用

◆人をつなぐ
・無理にやっても続かない
・ただそこにいることが心地よい場所

４ 空間と人を領域・時間・管理から解放するマネジメント
・領域を超える・時間を超える・管理からの解放

つなぐ・超える・解放するしくみ

・都市のマネジメント・ＰＳＭＯ（公共空間マネジメント組織）

・公共空間利用お見合いサイト

・公共空間活用はＬ型ビジネス
地域創成につながる地域雇用を生む

都市+デザインフォーラム
公的空間の再興に向けて～我々が今なすべきこと～



 
 
 
 
 
 
 
 

ACTION for Public Space 

―今なすべきことー 

都市の創造的な景観形成は､様々な努力にも拘わらず、必ずしも

有効な広がりを実感できていません。地域のデザイン力の積極的･

創造的な活用で、都市･地域固有の産業･文化･技術を基盤とする新

たな価値が創造され、市民や住民が共有し、実感できる楽しく、

豊かな、都市･地域空間が生まれるものと考えます。この認識の下、

公益財団法人都市づくりパブリックデザインセンター(udc)は

ACTION for Public Space 推進会議を設置して、魅力ある創造的な

都市・地域空間の再興を推進する方策（ACTION for Public Space）

を調査研究することとしました。 

研究会は、アーバンデザイン分野で先駆的活動を行い、多くの

実績を有する専門家が参加して、ユネスコプログラムやプレイス

メーキング手法などの活用を含め、都市空間の質や居心地の良さ

の向上、デザイン力を活用した新たな都市・地域づくり戦略の推

進などの研究・討議を数年間に渡って実施し、自治体との実務的

連携活動を展開してきました。このフォーラムは全国の問題意識

を共有する皆さんと課題を共有化し、活動を進めて行く一助とし

て開催します。 

○第 12 回 平成 28 年 11 月 24 日（木）18：00～20:00 

・「公的空間の再興に向けて～我々が今なすべきこと～」 

◆サブテーマ 

都市に賭ける・・・領域・時間・管理からの開放とマネジメント 

◆プレゼンター 阪井暖子 東京都都市整備局市街地整備部企画課 

            （前国土交通省国土交通政策研究所） 

◆専門 まちづくり一切、都市政策、土地利用政策 

◆経歴 

 沖縄でのまちづくり全般。行列ができる商店街への再生プロジェクトを主導。 

 その後国土交通省国土交通政策研究所を経て昨年度より東京都 

 東京大学工学部都市工学科博士課程単位取得満期修了 

 技術士（総合技術監理部門、建設部門（都市及び地方計画） 

 

会場 エコッツェリア「３×３ラボ・フューチャー」（呼び名はさんさんラボフューチャー） 

（大手門前、パレスホテルのひとつ北側ビル（大手門タワー・ＪＸビル）1階   

http://ecozzeria.jp/about/accessmap.html 

主催者・事務局 

 ACTION for Public Space 推進会議

（udc） 

（公財）都市づくりパブリックデザインセンター 

E-mail info@udc.or.jp 

※フォーラム参加は無料です。 

※参加は申し込み順です。左記のアドレス

宛てに、件名「第 12 回フォーラム参加

希望」と記載の上、氏名、所属、メルア

ドを記載の上お申し込み下さい。 

※定員に達し次第申し込みを打切ります。 

都市＋デザイン 

フォーラム 

http://ecozzeria.jp/about/accessmap.html
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―今なすべきことー 

都市の創造的な景観形成は､様々な努力にも拘わらず、必ずしも有効な広が

りを実感できていません。地域のデザイン力の積極的･創造的な活用で、都市･

地域固有の産業･文化･技術を基盤とする新たな価値が創造され、市民や住民が

共有し、実感できる楽しく、豊かな、都市･地域空間が生まれるものと考えま

す。この認識の下、公益財団法人都市づくりパブリックデザインセンター(udc)

は ACTION for Public Space 推進会議を設置して、魅力ある創造的な都市・地域

空間の再興を推進する方策（ACTION for Public Space）を調査研究することと

しました。 

研究会は、アーバンデザイン分野で先駆的活動を行い、多くの実績を有する

専門家が参加して、ユネスコプログラムやプレイスメーキング手法などの活用

を含め、都市空間の質や居心地の良さの向上、デザイン力を活用した新たな都

市・地域づくり戦略の推進などの研究・討議を数年間に渡って実施し、自治体

との実務的連携活動を展開してきました。このフォーラムは全国の問題意識を

共有する皆さんと課題を共有化し、活動を進めて行く一助として開催します。 

○第 13 回 平成 29 年 1月 20 日（金）18：00～20:00 

・「公的空間の再興に向けて～我々が今なすべきこと～」 

◆サブテーマ  都市デザインの戦略的検討体制と APS 研の方向 

◆プレゼンター 佐々木政雄 ㈱アトリエ７４建築都市計画研究所 代表取締役 

◆専門 都市計画、都市設計、景観計画 

（技術士(都市及び地方計画)、一級建築士、工学修士） 

◆経歴・1968 年(昭和 43年)早稲田大学理工学部建築学科卒業 

・1974 年(昭和 49年)同大学院理工学研究科博士課程修了(都市計画学専攻) 

(大学院在籍中は都市計画研究室に所属し、各地域の都市計画プロジェクトに参画) 

・1974 年(昭和 49年)同大学院修了と同時にアトリエ７４建築都市計画研究所設立、現在に至る 

・この間、主として国土交通省都市局における都市政策、計画事業制度の創設やガイドライン 

づくり及び関連プロジェクト等に関与 

会場 エコッツェリア「３×３ラボ・フューチャー」（呼び名はさんさんラボフューチャー） 

（大手門前、パレスホテルのひとつ北側ビル（大手門タワー・ＪＸビル）1階   

http://ecozzeria.jp/about/accessmap.html 

主催者・事務局 

 ACTION for Public Space 推進会議

（udc） 

（公財）都市づくりパブリックデザインセンター 

E-mail info@udc.or.jp 

※フォーラム参加は無料です。 

※参加は申し込み順です。左記のアドレス

宛てに、件名「第 13 回フォーラム参加

希望」と記載の上、氏名、所属、メルア

ドを記載の上お申し込み下さい。 

※定員に達し次第申し込みを打切ります。 

都市＋デザイン 

フォーラム 

 

http://ecozzeria.jp/about/accessmap.html



